
林 業 試 驗 場 秋田支場

研 究 時 報

No. 2

ど 林 省朴※試ﾡ場

秋 I 支 場

釜 淵 分 場

山 形 県 及 位 村秋 田 系 秋 田 市

1951年12月



の シナノキの被

伐木材作季り税て就て

目 次

益洲分場 余 ﾡ 凸 ヂ・・・・1

秋田交場 秋 保 親 t・・・・ 5

男鹿のシナノ キの被害

然ﾡ分場 余 話 昌 資

O却に於けるﾡと対害の関係 (海1回報省)

.. Ihizoctonin属つへ c  •…秋田支場 佐放邦
太 円 売....11

O ス ギ 赤 枯 病の伝梁 釜淵分場 四 手 止 綱 ・・・21

ハラ アカ マヒマヒ Cつて 釜淵分場 余 躇 出 資・・・25

男国行林てﾡ生しているシナノ トが、カミキリによつて許され、木年+月以来、柿死する 

ものが、急に増加したというので、7月5、6両j日その映況を調した。

I 彼審の梅況

被書地の3 1林班に は、小鹿西海岸の門前から、五社神社への急な階段を舞つてゆ、く 神社の用 

囲は ブナ、ナラ、 ィタ"、センノ キ等で、シナノ *は殆んどな。ﾡiをす sて、100m位の 

ぼると、次にシナノトが加し、ﾡも多いところは、木数でS割位をしめ、それに4 ク*、 

ナラ、ッ クラ等が混交している。上部限界はブナ帶.て接する。この辺力20年程前;こ皆伐したと

うことで、その跡に一せいに成立したもの らしい。i径3cmから20cn位.、ボ均10emn位で、ま

れに母樹 となつた40-50cni.の も のがあ る ・

ぬ場 さの老人の話による と、被害は4一54前iからはじまつたもので、昨年以前に枯死した も 

のは、 虫の飛び出 した丸へ孔が点々と あけ られ、旣に上半部、折倒 した もの も 多い。

こううところは、一見市市四の海からの風をうけるな付地に多いようで地や、他の樹証 

の混交が比較的多い暗い林で: よ、おそらく iF主では被書を うけなかつた ら しい。

しかし、この度の調在のと きは、それらのもののﾡ時に成によるﾡ間がつけられ、その間 

の内部に流卵された り、もしくは優に所化している等、無陽のもの; よー木も残っていないよ う 

な状況であつた。

被害程度や、樹和混変少合を知るために、社10mの1形標準地を+ヶ所とつた。

I-IYビは夫 

々径1Omの叩 

形快準地



4つの標ﾡ地の総面税は3l4で、その、シナノキが99木で、全休の80%、 他の広 

樹が24本で20%、従つてシナノ+をha当りに換3すると3100本となり、後害区域面ﾡを概ﾡ40 
mとすると、総被許木ﾡは約12万本余となる。

一炎中I区とI区は、南西風に直而し、つまり、日当りも、風当りもい、わけで、このょう 

なところが、Cに以前から、被害をうけていたととを示す。IV区は他の樹和にか こ まれ較 

的へ と こ ろだが、これらは、木年の k う に守虫のﾡ渡力:加 して、はじめ て喰害そう けつ、 

あることがわかる。

ﾡと ・のシナノキは、殆んど Tilia jnponica であ つて、 オォ バボダイジュT. miynbei は、 

見当らなかつた。

I武審虫

被許地で、当時盛んに業柄を後企中の多くのシナノ キカミキり を探した。 の他樹上又は 

ﾡ度下ょ り 二、三種のカ ミ キり類も探つたが、これだけの大被を与へた元ﾡは、やはり、シ 

ナノキカミキリであると断定して差支えない。

シナノキ カミキリ (-名 シナカ ミキリ メは ジュウロ クカ ミキッ) Eatetraplua sedecimpunctata 
NrOT:OHUISTYは第一図よ う 忆前背板:て 4 つの黒紋かあ り、 和に 7 つの黒紋がある。u 

にﾡﾡの両側 こ iロから狂端までの黒線がある。―黒ところは、木 来 の地時で他は う す 

幾か かった黄枕色の毛で被われ、びろうどのように美 しv。 雄は1.5em内卜 で、雌 は 2cm 内 
外である。 幼虫は白色にうすも、色がかり、 第二胸ﾡつが最も広く交第に細まり、白 

色の疎毛がある。口器は先端黒樹、店部な枕色、胸脚【退化して 第一図 成 虫()

綱査りはじめに枯死木' 樹皮下に、老熟'幼虫と思われるもの よ的入

を採って動化のもくれたものかと思つたが、喰採の狀況からみ / ・ー\

て、枯死後に入るナガゴマフこキりであろうと推定している。 / ノト生\ 

おそらく一世代に一年以上を要するものは殆んどないだろうと思 ぐ) ノ

次に シナノキカミキリの習性と加害経過について は、今回の ピ

知察からたけ推測すると、越冬した幼虫は、おそらく、 +月ボ頃i、となつて外にとび出 

ナ。

男施では4月の末は、ﾡに広業樹は殆んどW菜を先了するらし。飛び出した山は、シナ 

ノ * の樹膚に と びつへてﾡみ きすをつける。こ の傷の長 さ は 大休 3mmか ら 9mm位. の iA線であ 

ろが、まれ; 二曲ったものも ある。幹に対しては、横、たて、斜め、さまさまである。

この噴傷は方角によ って異るかどう か、目ﾡ高さの5em角内のものを数へてみた。

第二表でみる よう に、火体南西面に 多い こと がわかる。市西面は海風を まともに受け る仙で

あるがぶ、この原因は風のためではな くこ、日当りのためであろう。

Cの噛似の小共火に産卵管をさしこんで産卵するわけである。大ていー卵すつら しい、成虫は

第二 成虫に上る傷 ﾡみ且産卵しながら、業柄

この度の調査のとさにも、
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やケ年仲びたばかりの新し 

い枝をかじる。4月頃から 

葉が風のため落ちるのが見 

られたというがこれはおそ 

らく後食をうけたものであ 

ろう。

木をゆすぶるとばたばたと済ちる種多かつたので、このはこのように営養をﾡりながら、か 

なり疑い期間、活動する ものと想像出来る。探した雌2uのﾡ中を別べたが共々9少、10ヶ 

の卵を発見したので、商卵は1統く ものと思われる。卵は桁門形で2.5mm位、外皮はかな り强 

ﾡである。ﾡみあとを前つてみると、庫卵を中止したと思われるものも あつたが、3-5mm位. 

の幼、まだ卵の もの等が見られた。幼史は次*に形成騒を喰需しながら秋に材の中に穿入す 

る も ら し。材には深さ 2en位入 る もののょ う で、伐入 した も のはIで劇崎形に喰Vナ ・ み、 

入nとは別c山n、即ち脱出孔をうがつ。翌作、D出孔のくで知化し、次で虫となつこ 

樹皮をやぶつこ、 外外にとび出すというととになる。如宛は木屑か充満している。従入口を逆 

cリlaかへすものは当らなV。入nは+mm*7mmの桁il形、脱:出孔は+m*4、 6mmx6の
円形で、大さV方がだろ う と処 う。

I 彼害の原因

の特に生立木立枯させるカ ミ*リﾡの異状発生は、それに行するぷり変化を伴う場 

合が多o
一回の調生だけ で論試する こ と はかな り 危際であ 

るが、 に もふれたよ うr、こ の被許地の シナノト

生地は上部 と下部の ブナにはさまれている。II 
木海に miす る 側では、ゾ ナﾡが円 陳 の それより も、 

はるかに広く、且かなり下までさがつている こと 

は、十分原因はかつていないょうだが、一♦ つの明 

らかな特徴のよ う である。従って c・シナノ + 

が介イ:するのが、むしろ異例のよ うに思えるのであ 

る。

シ ナノ へ は元来、沢土陰漏地を好むと言われる、

2図 幼によるﾡ孔状況
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然し発生と生長とは、展を全く折対の環境を要求する こ と も珍し くなので、この場合20年料 

前に伐が行われた(後、呼樹と糸下ﾡ子さへ適当であつたとするなら一に シナノキが発生 

したと しても 久何のイ;思議もないわけである。

た/これらシナノ ヤが、と・の環境でどとをで政をなし得るかというととになる。このシ 

ナノ キ帯の下層を 占め る優山占ﾡは主と して フ チ、ガズ、アキカラマツ、 オカトラノ等で 

あ り、指ﾡと しては乾地陽性の も のであつ こ シナノキ の適地と は思われない。

このととは海から字ともて吹さつける市四Aの地響ではなかとﾡわれるのだが、山にﾡ 

を加へると、数4前までは、倒木等によって細々と生活していたこの虫が、 に生育のよ くな 

い木をえらんで加し、後食による木の殺明め、これ; こ拍車を加へ、ますます、この虫の営養 

操、異状発生に好条件となつこ、恐らくWあたりからみられる、大被害となつたものであ 

ろう。

i 對 築

もし この シナノキ が、経祈的 c 貴な ものであつたり、メと の虫が残イの他樹師 も ビ す代 

賞のものであるな ら、防除対策もおえられないわけではない。嚙傷の中央に灌注器等 を もつて 

薬剤 2 注入 し幼! を殺すと か、攻 t メの殺等 も考えら れるだだ ろう。然し この ような 方法 

は井常を労力と経裂がか、るし、防除, よその木の経済的価値、或な保安林として の維持の必要 

性守と考父合わせなければならなへだろう。

聞いたところでは、シナノキは当地では、それ程H 川視され ていない。僅かに地元燃料にも 

てられて来ただけである。

メ彼地は、上木がなくなれば、4生をげ始するとﾡわれる、ィ4ヤ、ナラ等の稚樹も少く 

ない。こゝは明らかに、イ ク"、ナラがル.cし、後にプナに移行すると考えられるととろで 

あ る o
この害虫は又、シナ以外の樹極を喰害するものでもないらしい。 、このカミギリのように 

生立木まで使す程の強力なものではないが、他世種と共なネク ・ﾡ、カ ミ + ッが、この桁 

死木 を温床と して 増加 ずる こと も 考えられる ので、出米れば木4ic 伐倒処分する こ と が好ま 

しとﾡう。

突際ては、然し、他衛虫発生の微ﾡは認められなかつた。

この調紀は金野量林課長、山本核のおすすめによつたものであ り、現地では秋田営林料高 

船、工藤両氏の; 耳援助 を いた、•いたこ と c、心か ら 謝意 を 表した い。

伐木造材作業功程に就て

秋叫火場 秋 代 税 t

一、實施した調査の槪要

・べ別に関 し々上 境 に 昭 R26日ボ"会イ大会にかて発済みてあ る が監途に必災な tのにつ 

い、ては1したフ

(イ) 調査の目的

林求の拡興と木材生応飛の合理化は現企 日 朴業に対す る大さな課ﾡと なつている。

Cの時に当 り秋田営林ル内に於ける伐探作業細織の合叫化、作求能ギ州進に関する請間側ﾡ解 

決に資料を提世•し、ひ こ:t森林作業に於ける適正な管现指標を見出す事を意図して朋杳を実 

施した。

(ロ) 調査の時期及び場所

昭和254Fにぬて災行した。場所は秋田営林ル性ドで、樹証別に橘消的な作飛を行つ cvる 

と考えられるドii所である。(姉!炎参l)

第 1 表

刷 益 期 間 叩 査 追 1御住木樹師 被験者:埶え歳)

IIWAI254L8I日
至 " 8月 2日

白沢営界内
秋山北秋川邪矢立村下内沢回イ林!2林那 スギ天然木 成 山 定 のC3%)

バ " 817日
i / 8J18日

tt代営林署番内
税 川ボ 商; h山ifi川国林8S林J 〃 ﾡ田谷 四 NC28>

II 〃 3 6日
型 " 8 7日

米内沢常休％浮内
秋川北秋飛前山村大印沢因イ林18林J 関 111 三次郎く35う

f 〃 8月22日
シ " ・J23日

沢休ﾡ許内
秋出ﾡ原高»内 町矢込沢 国右林 14林 g スギ造林木 山方 " 城c29

n 〃 8:8日 
至 " 8月19日 山形営林署管内

山I形川村飛 川村 好如沢 口布 44林災
小鳥 正 iac3o)

11 〃 10126日 
至 " 1029日

眞川林ス内
IlI形一と」:ﾡ交然城村沢ち口が58災

プッ然木 佐 関 製体松(5

II " 12月14日
至 " "

様公体4内
秋 叫 県雄勝郡柠瀬村小安奥山「オ)•林 4林班

〃 H ロ ﾡ太ﾡ(38) 
n 賢一郎C28)

II 昭 和264 2J3日
空 〃 2 5日

. 町ﾡ界許内
IlI形一と-:新小、回村大益eii田イ林73 石Iﾡ 当c4s)

II " 2小15日f 〃 2月16日
欠ぬ公林野管内

秋山必由利加位机甘手代沢国有林;林比
〃 大 Hi B之(34)

(ハ) 調査ﾡ営者及び調査方法

時間分析前先は 自 ら担当、胸先木に関する材積計測其の他附単的測定は各営林署事業課の方 

を加わした。能営林管内にﾡける調布び機予宮林谷内調の一部は当支場八代技管が:



当された。

は準的功程把握を眼目とし、火ナ客別ら地にかける現場担当の1MAに伏り技能離川、ﾡ 

去に於けるめ種が北準的である と依される 伐木労務者を選出、そ の作業につて時川分析 

の他の刷益を行つた。メ作業災行に当つて調布のﾡに作業方法、業地度、作飛態度を変リす 

るのなV1 う刊三注なした。

(ニ)調査結果

秋田営林ル管内に於けるﾡﾡ来は以山と全山ではの』を大Vに巣にしてﾡり、伐木監 

材作栗:ニ於てもそれがみられる。スギの伐木造材作業では登山の場合相当多くの時間を費して 

商品と しての杉皮を剝いで居 り、 lの プ ナ 伐: 木造材作業に於て は相当時間の除雪時間が入つ 

て来る。スギの伐木改材;よ主として登山に、ソナの伐木造材は主として冬山に於て行われるの 

で開もその様に行われた。(仙しナの場合のみ以山劇の一例を探入れた) ﾡ金挑ヘル 

法 スギ 世木造材作業では個人功程拂い、プ ナ伐木造材作業では共同功程挑いで共及 出來高拂

となつていた。

各調地別に、造材ん紙 1 石当 り所関時川火び総時川に対する百分ボで動:所『』を 

第出 したが、樹 ie さ の 一例.i して みれば姉 2 炎のi りとなる。(菊2 参川 )

白ぷ管林W書内のはスギ天然木代木ﾡ材の例で、湯示、眞羽川、矢営朴省内の分は 

々スギ巡朴木、プナ天然木夏山、同冬山の例 として挙げた。即ち スギ造林木の功程; よ 天然木の 

それ二比し:程度である事が知られる。(スギ天然木、スギ並林木、ゾナX山、 ナ会山のM 
の均闘高A(径は、69.4em・I8.2emn・ 50.6wn・ 5l.8unである)

真兄川営林署管内の例にみられるようなブナ夏山に比し、スギ天然木の際の功程が、ドﾡつ 

てvる のは、約20%私度に も 及ぶ杉皮制 ・所製時I を 含む為 と 考えられる。又 ブナ 冬山 の例が: 

夏山 に 比 して石当 り 845.5秒(14分05.5秒) も の所要時間増 となつているのは、主と して除野 を 含 

も〔除雪、後整ﾡ、兆の他>時間が多山では246%(裏山Iで0.5%) に も達している爲である。

大に第2炎の分選に従い、全綱赤地の時間分析超喋を 主体、附ﾡ、ル作業の三飛に分け 

(別に場所移転と して、作来俊落征の移動も分ﾡした)図示してその百の率をみると次のi り と 

なる。(第1 図参照)

即 ち と れに 依 り 伐木監材作来 c於け る 時川 構成の狀態が知られ る。一般mに み て 主作業御1 
かが域も大なの スギ造林木の場台、大は プ 夏山の場合、 で スバ 天然木の場合で ゾ ナ会

山の場合が般も少となる傾向がみられ、 飾的影置、胸高武径の大小に依る疲労持続状況等を 

勘案 し各標率時間割 合 を 推定すれば次の通 り となると考え られる。 (第 2 区参川び)

との図は前遊災件を考えた継果を示した もので、スギ天然木の場合は口沢、能代管内分の 

小均を、内造林木の場台は湯沢、山形管内の分の不均を、 夏山の場合は眞継川管内の分 

を、ブナ全山の場合は矢ぬ島、向町管内分均を夫々探つたものである。
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書 地 百沢で林
管 1 べで所ﾡ 西川営

* 存 内
1 存でﾡ

也 1 受ロ切リ i 9 )_ 0a l 名1 32.2 3 27.2_

体 2 n切り 47.. 3.: ’ 273.9 : 5.月 70.1 6.7 85.S
___1___

4.5
I 3 n打込

,- -
2. > 0.2 : 59.C1じ Q.e 0.1 10.1 0.6

梁 ケ 受n分制 6.1 0. 98.c 40.2 3.9 33

附
5 足 場 作 リ 3/ o.3 12.5 0.2 G G 2 5__

側 6 欧 木 ッ o. 0. 5o.3 1.0 45.6, ご

作

7
8
理 J W 巧 
ﾡ 具 入 0. C 11.9 0.2 8.3 0.8 0 0

作 業

9 a 0.3 85.3 1.7 227 2.2 29.1, us
10 除雪•後整理•共他 10.C 0.8 '0 0 _____ ・ 0 278.3, 14.7
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11 食 w G 0 0 ° :
12 体 a 24.6 1.9 4.9 272 2s 54.7 2.

梁
作 13 川 途 0 0 0 。 ° 函 o.1

梁

*----
14 道 J 手 入 他 0 0 0 ° C

小 。t ： 113.4 8.8 595.8 247.1 23.5__ 1 561.4 -2

主
業 条 切 10.7 | ・ 03.2 45 23

件
16 玉 切 227.1 17.7 305.7 o.1 326.0 31.0 2 15.7

玉
作

梁

17 | 玉切枚打込 0.7 7.5 o.1 15.3
«ヽ 1•5 23.0 1.2

18 簡・核 ﾡ い 24.9 1. 687.7 13-7
--

13.6 1.3 73.1 3.9
4 政 257.2 23.1 1424.0 28.3 0 0

2 丸 大 W G 9.2 0.7 4.6 Q.8 9.2 0.9 146 0.8

切
附 21 足場 り 16.4 >.3 7.9 0.2 10.3 8.1 Q.4

帶

22 : 際書木切 り 25.8 2。 19.0 0.4 35.9 9.3 C.5
ﾡ 村 寸 法 決定 23.3 1.8 143.6 29 27.6 2.6 446 2.4

イ:

■24 道 J n ポ 1.7 o.1 0 0 0.9 0.1 4.2 0.2

作
25 道具手入れ 4.4 0.4 0 5.4 0.5 215.4 11.4

梁
26 段・準間・ ﾡ動 37.9 30_ 2.1 51.2 4.9 103.9 5.5
27 除専•後整理•共他 27.1 2.1 694.6l 13.8 5.4 0.5 188.1 9.5
28 企 186.7 14.6 _69.2 12.3 174.9 107.2 _5.6
29 作 患 143.c 11.2 285 47 27.1 2.6 6.5

業 30 m 99 99 8 __ O _2 0.2 〇| C
31 道具手入共他 124.2 _97 32.9 3.1 40.3 2.1

小 t 1138.7 88.9 43592 36.7 784. 4.7 1295.2l 69.41
32 場所移転 292 2.3 1.4 a _18 39.9_2

合 計 1281.3 1c0.0 5023.0 10o.0 1050.4] 100.0 18965.9 1oQc



大に各調在地別に実働 

株合時間(主休、附帯作部 

時問の合計) 当 り生応市盤 

材積をﾡ出してみるに、 - 

スギ天然木の白沢管内で 

は突働時開当 り4.71石、 

同能代内では68石、 「 

同米内沢管内では.7行 ? 

不均では523石となり、 ・ 

スギ監林木の湯沢ﾡ内で ? 

は突働I時川当り0.88石、 土 

円山形件内で0.97石ド場 

して0.93石、ブナ支出で 

突働1時間当り眞宝川 

内の例よ り 4.69石、 ナ

全の横手管内の例では突動1時間当り 378石、同向町管内ではお川石、同矢ぬ管内では2.35

石とな りボ均で3.4!石となつている。

竹木調の結果、ッ種を上させる上に 

管理上考しなければならないと務え られ 

るものを 列挙すれば次のM りである。

(i)冬山即ちﾡ雪上に於ける伐木材作新 

の能亭化は除野作業にか・ つて属 り、こ 

れは除雪議門労務者 を H証 して 行わしめる 

べきで、技術度の篤い柚夫;て実行させるの 

は不得策である。

(it)鋼の目立を励行せしめ るべさであ 

る。これは大せく功程に影響してくる。

(ii)ス年然木伐木材作染の場合、X 
山の場合に ﾡ気 二 依り 疲労が高 注る爲、30 
～40%科度の非作来 (主と し二休憩時間) 

を とらしめた 方が能率的で あそ。

(iv) ナ俊木逃材に於 には窓ﾡの使川が:

(V)ス、ブナ共に造村步止 DO向上と切 程減少の関連性が期著でなかつた。

(Vi)胸商直径の増 大は功秘の上外を 伴 う 何向が知られた。

ニ、標準功程の考究

代的な"科学的管刑法"なるもの、側始たる ティラー(米人、Trcdierick Winslow Taslor 
※ *

1856-1915)はその研究に伏 り 作業方法を標那化する事に依って全 この非能率的因子を除去し、 

制旅的下例.に 依り 標準的能率 を 維持せしめ ・うとした。それ以米工系経営方商にかてはとが大 

・ く杯り上げられ改ﾡされその効果をみて米ているようである。又林業方面に於て も近時これ 

にFし、ッ和の『間パ分ナ析に伏り能者の向上資料を«よっとする動さが大となつて 来て い 

a。#業に於ける代採川細械はル常にﾡな公業から敗立つてハり、その合飛的細織を見 

出し町してゆくポFは容場ではない。然し先そ○生生i日量と、飛位人願、時間当りﾡy 
私がされ、出、所要人山、時間が決定され従っ こ作業組織の•件組みが出来上る駅である。 

Jち この標準功程の設定が作業組谶の合理化 を解決す る鈍であると考父られる。又事業計画の

諾である。出米商爪金の決定も このtの利な く しては不可能なのである。

〔米飛ﾡ-標間計識G雨脳器分命)〕然るに従来に鈴ては大ルをの実挑、ﾡ新に 

代つてッHを決定していた訳で、合m的:細載へ移行せ しめなければな ら ない独立杯原休制 

ドの国打 林“ほ而と しては、先ナ科学的二 国杳測定 された標準功程とい う も のを把する必要 

があろう。

共に 当碉作に基づいて 伐木造材 作瓚の標準功程を推定 してみる。

A) 1日当り 企就労時川

松件功飛決の公のﾡも災且つ姫木的円「. 1 H当 り金載労時間であろう』ち、作来現場 

に到、仕事:こ潜手してから、作業終了迄ク時間である。これは季節(気温、日照時冊等)や 

宿合よ りの距ﾡ、際9降用の多少に依つて県り変化するものであり、これは標準功程を •設定 

せんと する 地区の現場 にかて相当期間刷ﾡ: した記に供り 平均値 を券出決定す る & 緊 があ 

ろう。当調布に於ては期川にわたる就労時lに関するﾡ料が得られなかつたので、一応開 

在順のWと、聽取調杏•結果宮助案し、一期"の総不均総労時間をの様に定してみ 

た。

ス*代木艦材(区I)就効時間.... 9 時間 (7月～9月) 

ナ木艦材(X山就労時川....7時川J(10月～1I月) 

プ ナゆ木艦材(会山)か労時I....6 時間(12月～3月) 

p) 就労時間構成割合

標準狀態に於け る柄的的労務求の作来を時間分桁した繊果について算定せらるべきもので、 

木調布に づ くものとして前掲ﾡ 2区に示した通りである。

優秀性を示してVるo C) 実動1時間当り生産材積



全労時間の実際に稼働した時間一即ち前ﾡの主休、附ﾡ両作業時間合一 I「川当 り: 

琉で、一定時げに伐木し逃材された九太材ﾡをその時間で除した価である。当調にか

ける 資料について算出 して みれば次衣の通 りとなる。(第3 表参照) 

第 3 表 ス ギ天然木の場合に 

あつて も割地の状 

況に依り材積め程に 

大きな益県が見られ、 

プナ冬山の場合に於 

て も、積2ル況、作 

業方法に依り材秋功 

程は大きく開いて居

り、この点よ り考父

実ﾡ I時間当 リ
生産村積
(9 空 地)

円 不 均

スギ天然木(項山う 4.71石 
白沢内)

6.81 
(能代管円〕

4.17 
(糸内沢許内

5.23

スギ造村木(夏山)
0.88 ' 

(沢内) :
0.97 

(山I形門>
0.93

ブナ天然木(夏山
4.69 

(ﾡ室川管内〕
4.69

3.78 
(横内〕

4.11 
(向町内)

2.35 
(欠鳥許内)

3.41

れば、標半 作業調在地 をなるべく多くとる F力必要 となろう。

D) 伐木造材作業の標準功程

業計画に於ては、1人1 日当りﾡ準り程がその要因子となる。即ち伐木造材•作鬼に於て 

は A) に述べた全就労時川1に D)に依る実働時間御合を梁じ製に o ) に依る 1時開当 り生産 

材積を乗じﾡ定せられるであろう。その標準調査地、標準労務者の選定には尙多く の問題も 

あろうが一応この様に して決定せ られた標準功程も事業計画因子たる に耐え彳'} る と考え られ 

る。最後 •て木調先に於け る責資料に共づ ・損定 したﾡの和に つwci してみる。こ れは資料 

数が少 く 非常に無理があるが、ﾡ来山に資料を 御足 して追求 を 進めてみ度い と考える。介第 

2図及びA),0)ょ り D)を求めな。

スギ天然木夏山に於ては、 

スギ途林木区山に於ては、 

ブナ天然木夏山に於ては、 

ブナ天然木冬山こ於ては、

9 (時間) x 0.586 x 5.23(石) = 27.58(石)

9 (時I川) x 0.782 x 0.93(石)= 6.55(石)

7 (時間) x 0.732 x 4.69(石) = 24.03(石 )

6(時川)* 0.774 *3.41(石)=15.84(石)

くも)

※ Taylor の主要研究 文献

"Notes onBelting"

"A Piece-rate System"
"Shop Management"'

"On the Art of Cutting Mfctals"

アメリカ 松技間協会会第;15谷 1893
アメリカ 園械技師臨会会推第 16% 18954

メリカﾡﾡ救N協会会1納24 ﾡ 19334F
メリカ ﾡ依技(協会会報術28% 1906

"The Principles of Scientific Nanagement 19t14

苗畑に於ける雑草と病害の開係 (%1 ・I報件)

-- Ilizoctonin ﾡ菌 に つ い て-----

はu女場 ( 藤 邦 彦 

太 i 昇

I 緒 言

4*等は194849 月山ﾡ営林料管内大川目畑にかけるス*稚の立枯ﾡの調布を 行つた 

際、ス *のみな らナドに繁茂す るトキンッツ を姉め、ﾡ苦題までも が:Rhizoctonia iに 

り神し く侵されているのを認めて以来、苗畑の雜草と養成苗の病害との関係について注意を拂 

つてさた。

いで195046月大ﾡ督林ヤ管内代野畑を調益した際、スギまき付床に甚しく トキンッッ 

が繁茂してお り、その所々に昨状に枯死ﾡ敗した部分が発生し、之を調したとこ ろ Rhiwoc- 
toittirc よ り ・+シッッとス ギ帮が共に侵され、権我部. こは潜し く 苗糸が交延し、 トキシッ 

ッ のWしたものに は 多数の蘭ﾡが形版 されているのを 認めた。

これ以来筆者•等は林龙苗畑に於けるこの方而の研究も朮要であることを痛感していたのでる 

る が、近加に関する 林学的ル ボは 植物分 加、生態学的 方 商iから の調 :研究が姿んに 

なりつ、あるが、ﾡ物州ﾡ学的方面の研究はﾡ無といつて もよい状態である。

故に策者等は林業試驗場の伊藤一雄博士に こ の方面の刑任研究の希里を のべたととろ、激励 

と懇切な卻指導を賜わったので、この研究を実施することが出来た次姉である。

こあ稿は現在主で得た nhizctoninlicついての若干の調充と試載の結果を中川状告する も 

のであるが、短期間に於ける結果であり、而も参考文献て乏しく、進だ不完全たるをまぬがれ 

ない。常賢の新叱旧を得、多少な り と も業務上の御金存となれば幸である。

こ の稿 を ボす る に 当 り 恐切 な御 指導 と激励を 賜わった伊藤博士、固場試験 の突施 こ 当 り 格別 

のa仙:と扱動をﾡわつたi山ﾡ営林神民味戸寄氏、現同署長有賀美彦氏、同*昔原勝四郎 

氏、高精測「氏、古求い八A氏ぐに対して深ﾡの前意を炎する。

1 苗畑の雑草と病害の發生の關係について

栃内吉彦氏(1938)は雑ボが行州撤物に及ほす客として次の各項を あげている。

L椎草の繁茂によつて•イi用植物が張分及び水分を奪取せられる。

2.箱は土ﾡを斜せしめ、或は土墳炎商を被拠して土ﾡの気通を妨げ、地温を降下する枚ﾡ

の発越が不良なるo

-10- ・11-



3.ﾡは稚苗を被役して日光の増射をﾡぎ り、お気の流通をめげてその発育を眺害する。

4•雜代士各純一付害存生苗の中間寄主、或力共通寄生と次つ C 病原菌の交延、ﾡ書の伝折を 

け、メﾡ々の何寄ﾡの食餌ﾡ物となつこ、その繁殖を促し、或は昆虫、その他大小のイ『寄 

動物のﾡ伏ル 4は繁ﾡ所と なつて、地ル各証行寄生物の管の泉源と な る tれがある ・ 

以上の各項から見た林業けﾡにぬける維述とﾡ害の発との関係のI、ﾡがが予のつ対

の病原関の共通寄生と なる場合を 考察する こと ・する。 .

稚芮は雑草 ク繁茂によ り被圧され、獲分、水分を奪取され、床面土魂は謡々同結され、地温 

が低下し、日光 の照射、通が不良のため、は地上、根部共工 発育不良で 虚削にな り、 対 

し易い狀態;こなる。

メﾡ菜繁状態の成境よ交逃となり、対原歯及び対の発育、発生、交延に適する。

商も林業に於ける稚の生災は一般に運く、ﾡ軍に微圧されめへのに加えて、ま き付味に於 

ては多くの場合日巡を災するため、日光のJ射、通ﾡが不分であり、険となりの発ず 

及び病害り発生硬延く適し、君及び雑草"軟弱.こ育ち、箱•洞し易い状態になる。又土壌が固ま 

ることは特に作物が幼へ時に物生歯に佐される危ﾡを大さく すると称されており、一般に床 

の土ﾡは両結しているから Rlizoctonittsolami や Pusurium Fpp. によ る被害が発生し易いとも 

考えられる。

以上の樣な状態C於 二ﾡ及び維革に発生し易病は Ihizoctoninsolani, potrytis cineren, 
Petalotiu tp.等の如 くﾡめて 多犯性つ原菌に kるも ので、陰なぷ境 Fに於 C発生しﾡ 

いものである。

田一部氏(1949)は崎作に より域も 合m的予防集 とする 作物病害に於 て、そ の病原が近絲の 

作物メは雑求て も寄生 して整制する場 合、その福作物を 以て崎し、雑の脳除を 意れば 

作と同一の結果と注つ、総の巡を尖つc了い、その被衛を→ﾡ加する場合すらあると 

とを強調している。

多犯性の 農作物 の病害.こつ ハ てはその 防除上要で あるから、多く の物M(物に関する 研究 

報告がある。

これ等の小林撃に関係がある多犯性の著しへ例をあげると、次の通りである。

luizoctonia solani KUtt 160余和
・

Cortisium Rlfiii Cjrzi 62科 174属 216H
typochne Sawakii SHIRAI 32科 I88印

天然に於て21科H100余団(中田五郎氏、河村栄吉氏)

Dotrytis cineret PeRS. 天然 に 於 て 6 科 9 属 9 種相

接置試線c上 り、31科53属62団類(佐藤、太田)

Sclerotinia Kitajimanu K.Ir。 ot HoSAKA .

天然に於て2科2属2種期

接Hが戦によ り、33F61願6SH知(佐族、太田)

Itlliwrctonin solaniは代表的多犯性崎であり、多種題のﾡ求をも使すものである。

IPe 及び CoE'IS(I9l9) は北米に於て芝生や牧場の多種のﾡボに木iによる被は;が:著し 

く発したことをﾡ書している。

松木ぬバ(1921) SwuELび (いRR Uロ氏(I り32) IICHTERバ(1930)明H山秀文及び山 中述 

Mj氏(I950)その他つ人々につc Nhizictontiitsolnuni のi系はその分ﾡ源と同一ﾡのﾡ物に対 

して」强い病娘性を示すが、他の秋に結しては一般に相促性が微弱な傾向が認められている。 

しか し伊藤 一i及び新谷能治i氏(195 1)の災戦描 県は こuと 一数せ ナ、各曲系の特定の樹的: 

対す る対断の大小: よ分ﾡ源寄主の種知によつて選択性のあるばは同め られないと報告して 

いる。

等」よ法だ災狼に x り 明らかに。しないが、現企 までの嗣螞観家と病唳菌の分離增養の船 

果では、ﾡﾡべを犯す崎はスギ、 カラッ、 ケカッ、 クロマッ油"に対しても対原性を有 

する系統と認められる。

19484が以来ﾡ守が:映田営林局普内各営林* の却の現地調術を 行つた掛果に よ れば、 

ﾡﾡがこのﾡ審の発生に関係を行するのは ま ・付に於け る場合が多く、特に日投下に雑草 

が繁茂した場合にしく、 枠にかては北桜的例がいv。環境から見て空中及び土壊温度() 

広議な場合、手節から見て梅用ル、その他の農泄多温期.こ著しい。

而 して特に梅雨期及びそ のu後に於ては濃繁期のため、労力が不足 し、除が運れがちなの 

に加えて、雑草が繁式 し場く、床地には トキンッツ、ザクロッツ、 ノヒシバ、 コニシキッツ、 

ヒ メジ ャ ゴク を 始め とする 多種のﾡ苦類がﾡ生する と、先ず冊痞 し 易い トネンンツ、ザクロン 

ッ、コニシ+ッ ウ等の雜草;こ 発病してこれが拡大交延して養成曲及び他の多秋町の雜草、4苦 

類を も著しく 犯し、 は養広に発生した病書が雑にも伝染変延して被審を増大し、まさ付 

iiの所 々 c 排状に 全 く の裸地 を生するととさ へ稀で な vo
1951年 8 月 3、4日大ﾡ営科省内代野畑、山i市督林W介内大川日加に於け る大問血後 

の調在に よれば、短水政は順水のゆ濡した床面にぬては一Wiに繁した トキン ソ ウ、蘇苔類が 

神しく、1hizoetoninwlani に犯されて腐敗してお り、スギ稚を も相当犯して いたが む しろ 

彼は スギ蘭の方が少なかった。

*社々 に して早越時;エ ス* ま き付床の除卒を止し たため、ザクロッツ、 卜 - ソ ク等が繁 

茂 し、これ等の雑草 と スギ稚ﾡ共にﾡ されてVるとともわる。

1949年秋田市裕山の住宅前の畑に 4 月上 ス * さ付2 年生を 100本床替し、その周囲に5 

月上旬大豆を ま き付けて栽培したと こ ろ、ス ギ市は これに被圧されて9 月上句をで に Rhiwoe- 
tonia solnniて上 り約55%犯されて枯死した。
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との場合は大域には病断が発生してなかつたが、大豆の繁茂により、スギ出が被圧されて 

衰弱 し、とれに加えて最境が険当なためとの様な被ﾡが発生 した も のと考えられる。

北島料三氏(1933)四1"一氏(1942)は天然山新に於け る 部子の不発ﾡ、稚曲•の消失の原因.よ 

大部分立枯網菌, こ よるたろうとなし、合田を二M氏(194り,1950)は林地にﾡ生した稚の消尖央 

の原因は歯害によ る ものであ り、光線不足で立枯れする以前に病菌に侵されて立牯れすると報 

告したが、林地に於ても維ﾡ木の繁茂が立枯病その他の病の発生に特接な関係をイする も 

のと考えられる。

作E等は 1951年F9月15日 白沢営林※許内矢立経営区 31。の地拡によるス ギ天然下 H 以新 

試駿地に発生している椎苗の羅草難木て被圧されている ものには Ilizoctonia ・olaunicxるゴ 

枯知 が価かでは あ るが発生 しcいるのを認めた。

I除草と病害の發生との関係試験

iaのi り湖のﾡとﾡ諾のIulliwoctoiaiirc正 る立枯洞の発生との間; こ は 密 接 な関係 

を行するととは明らかではあるが、この関係を実線的に証明するため、この試験を実施するこ 

と ・した。

1.試監地

(I) i却名称、所地....・山Iﾡ1営林者大川目ﾡ 

秋田果北秋田u山・ﾡ大字州体字大川 目

(2 )畑の沿4....1927年小栄の縦茂した原野をIﾡし19284よ り 使川 した。

(3) 如の足境...・総面積2.6500i、傾斜度約 2 〜 3.。海抜高 I80m、日 照は良好で なく、修

して陰濕であろ。土壊は火山灰質土壌であり、変土はﾡ黒色60～80en、下ﾡは新移的賞 

初色、所々 にﾡ潤地あ り、概して書の発生 し易い環境で あ り、19484 スギ 去 e付
2,11+nrc Itlizoctoninsolni によ る大被害が発生 した例があ る。

う瞬地はこの苗畑の一的の平坦な箇所に設定した。

2. 試料並びに試驗方法

1951年4月27、29日肥として、0.liu当り肥5,025.0kg、ボ木次150.0kg、ﾡﾡﾡ石な37.5kg 

従総安交150kg、石次袋業26.3kg施川して床作りし、5月2H上小阿仁に営林で省内天然坐林上 り1りり 

年採取 し、長走県穴に貯救したスギ種子I kg対しcl2gのt レ リンを塗株して"当 り35gi法 

cx りをき付けた。発ﾡ開始は5月22日で、0月3日製業を除去し、 ○月発ずが:出つ 

た。

6月16日 乙の試ﾡ予定地に第 1炎つ試狼区を設置し、各区 Imと し、6 区つﾡ法 によ 

つた。

第 I 表

一、F い
試験区名 - 第 1 m 1 第 2 m n 第 3 W ﾡ か4回回

5 回 除 w 区 

3回除求区 

I I 除 草 区 

無除が区C刈用

6月20日

6J20日

6月20日

717日|

7J17日
8川8日

8月8日

8J24日

「 5W除が区はか」:の補合りため4回て"小止:し たo

この試線地設定時の雑軍の繁茂状館は床面を約5%被叫し、植生は次の通 り であつた。

ヒメムカショモギ・・・・o, エゾノギシギシ・・・・o, ッユクサ・・・・r,コウォウ・・・・r,ホモノ科の

I種・・・・r, イス久デ・・・・r, ノ ミノフスマ・・・・r, ツメクサ・・・・r, メヒシバ・・・・r, ビルガ オ・・・・Vr,
オオイ久ドリ・・・・vr, チドメグサ・・・・vr, スミレ・・・・vr, ヨモギ・・・・Vr, ニガナ・・・・Vr, ゲン

ノショウコ ・・・・Yr, コケオ トギリ・・・・vr, オ トギリ ソウの1種、・・・・Vr, オオバコ ・・・・Vイ, ブ

ネクフャ・・・.vr, ヌカキビ・・・・vr, スズメノテッボウ・・・・Vr, コブナグサ・・・・r, ゲカザ・・・・ 

",イメョ ッ*ナ*・...", 註 紙ピ能ど10o,a-60-7,f=40-59, ・=20-3,r-5-19.
v= 5 以下

試敷期間、5斗式石次ルドウ波を6月3日、7月17日、8月3日にﾡ布し、追記として 

・ 6月16日、7月18日の2回諾薄下肥を施川した。

日ﾡは6月16日よ D9月6日まで施用した。

3・試験結果

8月+ 日中l刷益を行つた際の試泉地内のﾡの繁茂状態は第I薬の通りである。

こ れ等準の加病映態 2 示す と茨の通 りであり、ﾡ原は Rltizoctonia Folani と認めた。

トキンソウ・.・キt, ヒメジャゴケ・..・t+, ザクロ ソウ....h, メヒシバ・...t, スカキビ

・・・・キ, コク オトギリ •••チ, イスビュ・・・・キ, ッユクサ・・・・, オオニワホコリ・・・・十, メカ 

ボ・...キ, エゾノギシギシ・・・・t,オオバコ・・・・キ, スベリヒユ・...+, ノミノフスマ••••竹丸 

ヒメムカショモギ・・・・キキ, イスタデ•••・+, オオイタドリ・・・・, コウボウ・・・・十, ブカザ・・ 

・・キナ, ッメクサ・・・・キキ, コニシキソウ ••••++

次に各区の ス ギ稚前の Rltizoctonia solani の病状館 を示すと第I 表の通 りである。

第I
f--  フロッグ 
試験区名-- I I 画 IV V V!

5 回 除 草 区 + ・ T 升

3 m 除 w 区 一 # +

1 回 除 草 区 + H 卄卄 + 井

無除草区(対照) + H计+ チ件柠 卄计 卄外

-14- -15-



り月13日 の調の際の この試版地にぶけ る栄の繁茂状態は前のつ調の際と大差がなかつ 

たが、大多数つﾡ物は結索して»り、ﾡのﾡ病映態で著しい変化は無除草区、1回除事区に於 

には ト1シッウやヒメ ジャゴケが殆んど消失していることであつた。

同日ﾡﾡを ていに除去して、調布したﾡ果は第NVの通 り である。

;1V 除草と立枯利の発生との関係

t ※ 5%の危除率を以て有;な

※※ 1%の危料を以ってぶ
地上部 根部格ﾡ派はﾡ木25本の計を示ナ。

和
6n25 存 苗

ハト
～28日 清書 t

"戦→ 、 
区名 \l

脱立木な 枝 数 地 l 沛燃 部 
絶n量祀派

TR中

5回除事区

3 回除求区

不

1,072.5
978.3

妬 
※ 32.8
※ 32.0

1 
1お

不 
※※ 54.2 
※※ 53.4

cm
※※ 5..
※※ 5.4

不 
※※1.O
※。

g ※※ 1-2 
※※

g 
※送 

※※ 
0..3

※※ 
4.0 

※※3.6
1冋除草区 1,085.1； 46.1 26.5 229 栽 ※ ○.5 0.7 0.1 7.0
無除区 
(対照

1,095.2 54.8 30.3 18.0 ん4 0.3 0.6 o.1 6.0

以.上の結果に よ れば、消、 刑に 5 回除草区、3 同除草区に少 く、無除草区、1 回 
除区に多い。即ち除求を意ればﾡしくこのﾡ特が発生することを示すものである。而して 5 
回除事区と 3回除事区のI、i 両除区と無除ボ区の間に著しV益がないことは、この病審の 

発生し場高温多ﾡである梅用期から盛区にかけて、除を怠ることは著しくこの病審を誘発 

し、晩夏から秋季にかけては低温になるため、比較的この関係が少へととを示す ものとホ察さ 

れる。又残存無病苗;二つい 二 も今考のため調杳結果を おげたものであるが、除率を 怠れぱ如何 

に雌弱なﾡ揃し場へル館に 育するかを、明 らかに示す も のであ る。

IV、Rhizoctonia 屬菌の寄主難草 目録※

この目 絲 •士 佐般川 94s 年以来苗畑 に 於て 天然狀態で犠科 を確認 した雜草 ○種類 を あげ るもの 

である。

キク科

(I) トネンソツ Cemntipedn minima O.KUNTzE
代野 2o/1,1950. 大川目却 +ハI,195l.

(2) ヒノムカシ ヨモギ Irigoron ctuna.lenwsis I.. 大川目ﾡ期 4/u, I95!.

(3) ハチジョウナ Sonchns aurvensix I.. var. uliginosus TRAUTV. ・

ド内沢市 I5/N,1951. 林台加 17/N,1951.

※この日ﾡの約ﾡのﾡ断ﾡは大作 Rhizoctonia solani とこめられろがまだ不切ウのが命士れるか 

ら断定Lないこ と、する。
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オオバコ科 (18) シオイ ク ドリ

(+) オオバコ PInntagomnjorI.. var. fusiatica DEcNE. 大川目畑 +/u, 195l. 

ヒルガオ科

(5) ヒルガオ Calysteボ a hederacca WALL.
サクラソウ科

(6) コナスビ Lysimachia japonicn THUNB.

オトギリソウ科

(7) コケオトギリ Hypericum japonicuun Thunb. forma Yabei MAKINO

トウダイグサ科

(8) コニシキッウ Euphorbiamaculata I.. 高屋苗畑 14/mI, 195!.

大川目畑 4/I,1951.
ナテショ科

(9) ノミノフスマ Stellariauliginosa MURR. var. undulata F'RANCH. ct. SAv. 

大川目ﾡ加畑 +/I,1951.
(10) ウシハコベ Stellarinaguatica ScoP. 〜 13/K» 1951.
(11) ッノクサ Saginnjnponica OHw1 秋田果山ﾡ村 3 ハI, 1951.

大川目市畑 4/I, 1951.
スベリヒュ科

(12) スペリヒュ Portulacaderace L. 大川目畑 4/m, 1951. 
ッルナ科

(13) ザクロッウ Molligoatricta L.. 七五三ﾡ野畑 17/kB, 1949.

大 川 目 4/\B, 1951.
ヒュ科

(14) イメビュ Amarantlus Blitum L.. 大川目ﾡ地 +/I, 195!. 

7カサ科

(15) ア カ ザ Chenopodiunalbum T.. var. centrorubrum Makino

" 13/N,1951.
タテ科

(16) エゾノギシギシ Rrumnexobtusifolins I.. " 4/T, 1951.

(17) イスタデ Polygonum BIamei MrEISN. グ

ヤナギ科

(Iり) イメコリャナギ

ツユクサ科

(20) ッュクッ 

カヤッ リ グサ科

(21) tナ ガャ ッ リ

(22) ヒンジガヤツリ

- 18-

Tolsgouumsachalinen対 ド. SこHi. 大川目ﾡ刈 +/u, 1951.

Salix integrat T'HUNB.

Comuelina conumunis 「..

Cyperushnkononsis lRANCH. 林む畑 17/N, 1951.
l.ipocarplutmicroceplala Ku NTH. 大川目ﾡ 4/I, 1951.

(23) カャッリグリ科の1稲

ホモノ科

(24+)

(25) メ カ ト

(26) オオニソ コ リ

(27) * 力

(28) コ ッ

ボ

イ 4 ハ4,1951.

ligitariaciliaris PERS. 本尚畑 25/WI, 1949.
大川目苗刈 4/I,195l.

Innicumbisulcatum THuNB. 大川目出畑 4/I, 195l.

読

ウラボシ科

(29) ヒ バ

ゼニゴケ科

(30) ヒメジャコ

(31) f類のI私

lragrostis Niwalokori HONDA. / 

Agrostis M[ntsumurae HAcK.

Hierochlo。 oloratau lEAUv. グ

Dryoploris tholspteris A. GRAY. イ

Conoceplal supradecompositus STEPH.

以上の林物は I 8科27成31 種類 となる。

註代

下

林

高

本

林 台尚畑

大川目苗刈

野 畑… •秋田蜘匕秋田郡長木村

内 沢 市 畑

台 市 畑

屋 畑

莊 苗 刈

七五三掛野畑

イ

イ

イ 矢立村

下小阿仁村

仙北郡川村 

由利本川町 

河辺部舟間付

・-19-

13/K, 195!.

+/I, 195!.

I7/N, 1951.

+/山, 1951.



Y、要 結

この稿よ苗畑雜草と Rlizoctoniitsolaniにx る針業樹の立枯の猫生との関係につへての 

Wﾡ想業と試敷緒果並びに首湖に於て天然映館でﾡがを認めた Ihlizoctonintの%M物 目 s 
を報告するものである。

苗畑雜草が稚苗のこの網害を誘発する 原因は、緑草巾この苗に対して養成苗と共通寄肘であ 

るものがしく多く、間も親草の繁茂により、ﾡを被圧して厳明ならしめ、網痛し易い狀態に 

生せしめ、1にが当なﾡﾡを作るため、病書、病宙の繁制発生、交延に適する ことである。 

・前ﾡ稚がのとの病の発生に最も関係を行する場合は日獲下のま き付床に於てであ り、 

区ﾡな環境の市畑 cBて、季節か ら 見 < 商多期 に絡 し。この時期に除弟を 怠る こ とは著 

しくと の書て よ る被害を 増大す ることを 突故的に証明 した。

尚湖推卒つ中最も報料し必へものはトキンッウ、コニシキッウ、ザクロンウ、ﾡ苦類に属す 

淡団である。 ※等 前加箱c 天然状態 c於 c ﾡﾡ を 硫認 した歯 の寄主推物’ 8科27属3 I 印ﾡ 

を枢告する。

以 上の結果 り考能すれば、この病害の予防りため、休閑或は輪作を行う場合雜草: の紫茂す 

るにまかせ、共通寄主たるM物を裁した場命は全く 目的を述せられないこと ・ なる。

地に切獲戦でつたにお熟肥の使川も危ﾡであ り、養成苗を遅し くﾡ生しめ るととはﾡ 

っﾡと一結県となり、ﾡめてﾡであるから注恋をする。

No.l

参,考文献

Pndo. S. CI9!:Revisedhostlistof Hypochnuscentrifuguu TUL. in Japan
lulletin ot Miyazaki col_age of agriculture and for C>. try ぶo. 1O

t 勝 一4 C194.15つ):iﾡにかける外集労ﾡ飾の立益納 林架技シリー* 1.
針 器 ﾡ 爲 (1951:ﾡ木隣の立ﾡ術につい< (I)

Rhizoctoninsolani 各 的系シ比較 林業がﾡ場1 60サ
何 ﾡ 山之り (1947:#物似染病4話 P.80-01
河 村 と助 (1949) : 農作朽保匯学 I・ 80
古 宗 伏へA (1951う:前刈やの4り学的地よりたるW除につい (41

・ 459回 日 小林学会大会講烧集

合 田 2三節 (194:M書回遊地新論 日本学会ﾡ 第31% 締12サ
象 ・ ﾡ-5(1950:切ﾡﾡめ催市ﾡ納中 C第 2 M)432% 7
北 R x = Q933) : 指树学 及木材腐朽ぶ r.o7
% !f 伝大ﾡ (!94つ):役野日水ﾡ物凶ﾡ

U I" / ・ (I942:林業にけろM学」の二,三I川ﾡiにﾡいて

野 II 洲 ili (191):以断命 P.20
IIPIE じ. V・aud (OE. II. 5.(I91つ: Ihizoctonin in lws and puastures

Phytopathology voL. 9 No.2
M 中 ・ A〔1949ゝ:ﾡ書から見たﾡ作 微学28
6テ内占彦 (1938) : ﾡﾡ病型通路 P,74-77
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ﾡ地の全(り月3日税/)

ビ 版 載 叨

No.1...5同r区

除H...6月23日、7小17日、8JJ8日、8J24日

No.2... 3 IIRパく

FホJB...OJ23u、717H、oJJod
No.3...Imirawi

F 1...6J23日

No.4...4fFく、て対問

スギ赤枯病の停染

m分場 四 手 ル 綱 英

・ .

1、前 書

これよ私の本来ではなく、"例然の根会で、とずうのは、前畑に於けはる秋ﾡ種子に及ぼナ融 

#促進の効果を試驗する目的で行つた、試驗区に、共ニ試赣絡了後、たまたま桢栽された風上 

のド材却から赤ﾡ病が;伝業して米たので、それを、时いこ放心し、 生育期中にどれ丈伝 

染して行く も のか を ドば好か心か ら 見て へたﾡ果であ る。

2、調査地及び調査方法

劇先地は.上iの昭和24年 (力49年)秋由の融等促進効果試験区で、 1図の様に釜淵分場市 

ﾡ中こあり、常嵐方向(A供川沿つ市に偏したﾡ)に対し風上に赤ﾡ州 Curooron Cryptomeria 
にか・ ,たニ回床枠三 年生苗床.%科 る。

このiの娘ﾡ促ﾡの効果については別に断め るのでi戦せいが、試狼絡了後の 7 月、 

風上面から風 ド商iえ金般に赤枯がの対ﾡが見えは じめ、上に面にへ種ﾡしﾡなので、消 

を行わす、との棍度 に、どの範田に赤描ﾡが拡がるかを注恋した。そして、丸 I ヶ4を経地し 

た、昭和264F(I9514ド) 5 月、公木付木が赤枯ﾡにか、つているかを謝在した。調査の 

準は当時対斑の見えないものを他全とし、他をﾡ対と した。

ふ、調査結果及び考察

調待果はあI炎に示す町 < であつて、各区徹に生立木数に著しい差があ り、その会 ・ では 

比較出来ないので、各々、全数に/する百分率を出して比絞することにした。生立木数に差が 

多いのは、融券効果試險に於 こ、 の処羽を換えて桜したからである。

c ・ で、百分率で比较する のは可成 り 大嘛ではある が、生立木数が少 く も 125本以上あ り、 

赤枯痢り胞了•が、著しく 多談飛散する とすれば、各苗木の之 を 補促する チャ ンスは大休同樣で 

あるとてさしつかえないからである。

締 1炎で次めたﾡ損率を、第2図つ樣て、ﾡ木の距離を横納にとり、枯損率の対数を練軸に 

とつ こ図示 しこ 見る と、両列 に 於て 若干比率の差かあ り、। 列の 6番目の20.7が:例外的 に大 

・いが、 外されへC山線にの り、

logy=loga-bの) ・・・・( I )

y=柿損事(%),の=距離(m)
で示し得る関係が、枯損卒と距離との間に認め られる と とがわかる。

即ち、枯損率は、病源を持つﾡ染源からの距ﾡに対し、対数的に減少して行くと考えられる。

概略の実戦式 を示して見ると、
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logy=2-0,118の
y=IO0・。 ・・・・( 2)

(1x2)式に於て常数 ・=0.I18は、距ﾡによる枯損中の改少度を炎す常数と見られ、・l劇 

布を行わなかつたので、ﾡだ残金であるが、一生育期間の終り に於て、スギ和でどれ大の 

距離で、ど の位枯撰す る かの 一応の 目災交が出来 るわけである。

c の式から距艦て 応ナ る ﾡ掘率 2 許算 して見ると 次の様に なる。

ﾡ <n 395 I 1.5 2.。 2.5 3.5 4.5 60 8.5 11.o 17.0
祐 cつ)」 03 8 93 m 53 23 3 _2 i。 _ 5 i

即ち約ゅ" で精損率 r 1ﾡとなり、

約20mで0.1割で殆んど福府しないへとと cなる。この場合は常風の風下方向 きの伝播 であ る 

から、赤枯府てとつ 二: よ设類の場'I•であるから、Cの一例から大勝にその伝播の距離の目交を 

つけるならば、座染源から大略20m位.の範囲が危路区域と言うが:出米よう。

突川方面から言えば、ﾡ上:に商iさの低へ終染源、例えば、赤枯病を捋っている危險り 多い、

ポ替畑や、商5さの低へﾡ脳の台木畑があれげ、播

ﾡ床は20m以上、30m も離せば一応安心出来る と節う 

ことになる。

しか しと れは一例であ るから、当分場以上の地上風

大きな場所や、ﾡ燥して胞子の飛散し場へ場所では

さ ら c広 く と らねばな らないであろ う。火地染源が、 

大の商へ杉立に木や森林な ら ば、幾く 科盛 くえ とぶに推 

いなへo
次 に、理論的て 胞 子 の飛放と 距ﾡの関係 を考父て見

ン I 図

ド

り
N

がﾡがこか、、つた

... コ

介5Ccin

。|I区 I区|2

ると、他他の色々な物通現象とげ校に 

距ﾡの 自果に 逆比例 して胞子の濃度 

が少して行く ものと仮定出来る。

も し感染によ る 枯死率メ、胞子の 

度と比例す る とすれば、前抑の距

離と村用1率との関係は、

一てs.y ....c3)
で炎わ し得なければならないにな 

る。

乙れは、枯損率及び、距の対数 

をとると、直線にならねばならない 

ことを示すものであるから、第3図 

に、両方の対数を とつて、距ﾡと枯 

損本との関係を示すと、之はi線を 

示さホ、距離が近い 方で皆 した、

双川線にV線を 現わすこと がわかゝ る o

このl終は距離の述いへ部分の直〔総部分は丁度記のﾡ論的関係に等しい、距離の 白 乗に逆比 

例する関係を示して居り、 距離に な る ﾡそ の直線か ら外れて 血 ることを示しているので、(図 

cylへた直〔線人、Iは距離の自果采に逆例すると言う那論的な直線である。)枯損率は感県ﾡに 

近い個所では胞子の撒: 布密度 と は例せ す、近い所種 岡枯損が少 くなると言うことを示し

第一表

I 列 I 列

区 総 ・ 枯 ・ 総 ﾡ ﾡ
ポ !変死 不

ク
至死 
イ1

来 色数 数 #

末 本 % 木 石 ろI 1 65 5っ 98.4 I 1 82 831 98.6
ク1#* 350 241 66.9 2 125 46 3%.8
3 ; 656 34e, 52.7 3 ti'2 241 20.6

r 1 852 62 7.3 I 1 1017 96 9.4
2 236, I 4.7 2 ' 298 6 2.0
3 76 157 23.7 3 466 9I.9

3 <...約1Om...→ 31 |

Cるo
このﾡ由を考えて見ると、厳ﾡ滅か 

らの初期の感染に於ては、胞子の撤布 

決度にい枯損を示すが、感発朋間が: 

炎くなり、本例の様に一生育期間引統 

さ胞子が布し、だんだん赤枯病によ

る 枯損が大と なつて来る と、感染源に

へ個所では、残件本数が、急激に減 

少するが、残するものが少くなる私、 

赤枯ﾡにか、り慣ものが残る爲か、 

或は本該が少 くなると、か、るチャン 

スが少くなる爲か、胞子の浪ﾡと比例 

k せす、病気にか、らなVものが多くな
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る事を示していると考えて. よい様であろう。言V換父ると、枯損率が本図で曲線を示すのは、 

前木の抵抗性 を示すものとも考えられるであろう。

この図でわかるととはとの様な曲線を、播林床の取扱いの差例えは、肥料の和類とか、消 

業剤の部類や流度や、撤布回数等の差に よ り つて見て、この曲報のり方を 比桜す る と、 

木の抵抗性や、第剤の貴否の側定が出来るであろうと言う事である。

4.緒 言

例々発見した赤ﾡ柄の伝折の-例から大脱に解析したので、これ-ょ り伝折の刑論を見一 

ととはさしひか父げならないが、との例で枯柄が、ー ♦生育期間に風 ドと,『う悪条件でどの 

範囲に伝発するか、及びこの樣な伝楽経地をﾡ先するにより、歩ﾡに対する飾畑のつ1扱Vの 

研究が可能であるととがわかるであろう。

ウリハムシモドキと苗畑難草

ツリハムシモドキ Iurerode menetriesi FaldcEnnn は格めてﾡ企てあ り、多和新のﾡを い企御 

とナる。

秋田地方に於ては ス ギ前に対ナ 2 成虫の加害け 相当多 く、幼虫は=セアカ シァﾡ高 に式L い加 a す 

ること は「秋田スギの病害 虫」に裁告した と ころである が、本年帝灿に於け る病書ル国徃のっいで 

に黑べた然果 こ よれば、 虫の企価となる炉ﾡがをあげると、 ヤハズソッ、イ スナズナ、 オオネリ 

タデ、トキンソウ、イメタゲ、アカザ、 ッュクサ、ザクロッツぐてあり、幼山はシロッノクサを特に好f 

んで著しく 加害し、ムラサキッメクサはとれにしてボは盗かに少い。

打票にはスギ済上 りい、この粉虫が好食する神類が少くないから、 地の創水な茂、又は芝生等の草 

:地ては この街を誘致い、ﾡ慮地 と 少えて、そ 統成を 助す る。

これは火原野の新ﾡﾡ製苗畑にﾡてとの省虫の被ﾡが多いﾡ四に ・ なつている。

故,ここの害虫の防除には PHO. DDT. ﾡﾡ船・ 配ぬ行灰、除小菊等の布のみならす、除xの励行、 

或は必要に對じ て発成弦以外の作れ、 卒に分する楽帰布を行い、又初草が著しく 繁茂した場合、雑 

«す る際 の虫は 和求か ら ス ドその他 美に俊』す z か らﾡ剤の布る 円Nに行う 必が: おる。

休脚地ににの許の好ナ る B作判の表培は なるべくさけろとと (当然必要て•あ る。

(秋田女場 佐 ﾡ

ハラアカマヒマヒについて

※73分場 余 耐 II 資

ハ ラ ア カ マヒマヒ Lymtantrintfuiula nUyTL.El: をモ ミ のと しciしている も のが多

リ三Iは191S4ド上 り 1923年にわたつこ、さ界的取回ii#ド&び附近民行林約200Nの 

e 林をしたハ ラァカ ・ヒヒのﾡル況を調され、あわせてn※休W物についてのﾡ内 

を行つて、これを#された。(朴飛試ﾡ州代 25サ 19254:)
ctuc上ると、 cのuはe:、ウ ラジ”。ミ を飛も好み採食し成熟一;るが、これと同風 C ト 

ド・ッ、ッバ企物欠乏の時に押企して4命をパつが、※ る ことが出來ず、カ ラッ、" 

ル・ッ、クッt、・ガ ッハ ラ等: よ、幼山 誠 俄のと さ、他か;こ採食『るだけで、生命の維持が出 

米なかつたとある。

it年祈性営林* 火蔵紐営区の クラ マッ が同出 に ょ つて さ れ、そ の幼虫の込付 をうけた。 

この成熟幼mは頭部り正血に太い八字/の黒条がわ り、回はAかな、色条と黒色条に色わけ 

され、 カラマッを喰するげ属 rymantrin の名な ノ ン ネにじ、ヒマヒガ(効 

ラシコクムシ) と は 明か. こ 区別がつけ られた。

卜4I営ア占n統区Sふ班のカラ ・ッ林に業を味う」の玲を叫さ、7 月 28H、現 

地調イのﾡ会を iた。こo微もや: R り Nu..1 る も ので つた。しかも前記新庄誉内の被害 

地 とつづさに なつc+ り、W4の発生地がよも呼びﾡを ラ り Cいる状洲が地望さ ttた。

当 Iはutとんど がォう化が総つた と sめ られ、Wに 部止し •こいる成山 と 多政押収す ること が 

山来た。

近よるとﾡうょうにひらひらととんでは、公り飛期がない と 見たて、すぐ近く のむ ら i: 
糸ちたり、 はくの樹仰たとびつへて、1びもとのように、 するもののようであつた。

i卵も多介ﾡ期をすぜた叫のょうで、炎此のI卵が間質物にゝつて特しているのを 

多数発見 した。このカラー ッ林は昭和3 机求の も ので、区域 S I. その、"小の 2 Iuの彼 

1がしく、7月3 日には、 年の高とみられ、ﾡをへつくした一部は際接の却地に会 

で移動している のをみたとVう。

7月12ロ cは幼!: t れに発見されたが、 んどa化 して、木のWや供に細い都糸の も の 

でからみつけられて いた とい う こと であった。

前記肱黒氏の部吿こ よ れr、e: の被は5 月上旬二を, らわれ、m化i(後の幼血は新に州

つてい、幼虫肥火と共::: ド校に及び、、食期:t 6 月上旬の前後的ーケガで、7 に. 

幼!カル炎しお知するとあるので当地ル ッは逃分、界 よ うだ力:火はな上うに地えiれ
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る。

先こ 8lal' 2htが、激衛を うけたとiしたが、木年はんど後店をうけなかつた他の林も、 

林内に入つてみると山や卵が、激区とほ・、私度にﾡめた。従つて卵なの天敵の発 

生 を みないﾡ り、来年 も 呼び発生す るととは ・予想出来 る。

カ ラ ッはへ:に1:が証座だから一回や二の発につて、4のﾡ はあつ - 

も、iち に桁にボる と とはない。

然 し歌町 の発生 に よ つて樹勢の食へた ところに、 +クロ が人ナ るら、決定的に # 

c4か.れるものと収う。

の調で尚の寄にょつてたおれている多くの幼山、aの裕4ﾡとじがれる効山、ﾡ 

俳て附着している コーユバチの請"を認めた。

従っこ今後この害出が外けつの一途をたどるものと 、考え られない。

経そ#で、このょう な血のVw計可iはかな りﾡである ことは、異狀発生の予里が明らか 

にされていなVからである。

列場の抑て して も 力決と して は "「能で り、1.p.r.,IIL.O. "c ェ る喩 お ・の 幼 u 4 小 
2と り川へ方である。(Cの場合は、天放とのバラ ンスが8さしるわけでおる)と処うが、 

カ 7 "という再生力 の盛んな乂材価 も そう為 くないという請条件の中で、防除滥 U つい て の 

おaはルﾡに飛しい。

一応と、に項てをえ外しておとうと処つたのは、iaulk.n.の,戦に工 る 企の州ﾡ 

は、空内 と 好外., 環境の相違に もとづく ものか、の性途に」るものか、卜の変化か、 はt 
驗力法:二次りがあつたか、/rのところ明らか:：出來ないが、典味あるた央でしナ,；)、何れこし 

E も介後ハ ラァカヒと、カラ」ソの 仮要害虫 と しcつけ加へ るべなも のとおえたか ら で 

ある。(1951.10.20)

昭 川 27年1月 10日 ﾡ制
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